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小型の野鳥に装着可能な軽量記録装置（ジオロケータ）により

希少な小鳥類（ブッポウソウ、マミジロ）の越冬地を初めて解明
（財）山階鳥類研究所では、小型の鳥類に装着可能な軽量記録装置（ジオロケータ）を用いて、

これまで未解明だった、日本で繁殖し、近年減少が心配されているブッポウソウとマミジロの

越冬地の解明に初めて成功しました。ジオロケータを用いて小型鳥類の移動を解明した研究は

日本では初めてです。この詳細は、2011 年 9 月 17 ～ 19 日に大阪市立大学で開催される日本

鳥学会大会で発表する予定です。
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ブッポウソウ、マミジロを含む夏鳥（日本で夏に繁殖し、国外で越冬する渡り鳥）には近年減少

が指摘されている種が多く含まれ、ブッポウソウは環境省のレッドリスト（2006）で絶滅危惧 IB 

類に指定されています。またマミジロも減少が懸念されています。

夏鳥の減少の原因として越冬地での環境破壊も指摘されてきましたが、多くの種では、国外の越

冬地が不明で、このことが減少要因を特定する障害になっていました。

今回、鳥に装着して約 1年後に回収した記録装置のデータから、広島県で繁殖したブッポウソウ

がボルネオ島北部で、静岡県を出発したマミジロがカンボジアで越冬したことが明らかになりまし

た（詳細は次ページをご覧ください）。

今回の成果によって従来不明だった夏鳥の越冬地の一部が判明するとともに、ジオロケータが小

型鳥類の移動の解明に有効な手段であることが確かめられました。今後は足環を用いた標識調査と

図１：ブッポウソウの越冬地 図 2：マミジロの越冬地

あわせ、ジオロケータでの渡

り研究を進めてゆきたい考え

です。

なお、この研究は以下のかたが

たのとの共同研究として実施し

ています。。

飯田知彦・菊池博・桐原佳介・

土居克夫・土井安彦・原徹



今回使用したジオロケータ（重量 0.9 グラム）



 

ジオロケータ（背面後部の白いもの）を装着したブッポウソウ( 上)とマミジロ（下） 

 

 


